
 

研究科・学部 教授会議事録 

〔令和６年１２月１９日（木）14：08～15：53〕 

 
◇令和６年１１月２１日（木）開催の研究科・学部教授会議事要旨（案）の確認の結果、承認され

た。 

 

【議 事】 

Ⅰ．報告事項 

１．委員会報告について 

研究科長、各議長並びに各委員長から、報告資料１に基づき、報告があった。 

＜研究科内委員会・会議＞ 

1-1．拡大執行部連絡会（R6.12.2） 

1-3．研究推進会議 

1-4．学務会議（R6.12.13） 

1-5．予算・施設会議 

1-6．情報・広報会議 

1-7．臨床研究倫理審査委員会 

1-8. 薬学評価会議 

1-9. 国際交流委員会（R6.12.13） 

1-10．入試会議（R6.12.12） 

＜大学内委員会等＞ 

1-11．教育研究評議会（R6.12.18） 

1-12．部局長会議（R6.12.18） 

1-13．医歯薬生命系戦略会議（R6.12.18） 

生命医科学の社会実装プログラム運営委員会 

 

２．薬剤師国家試験出願状況について 

学務会議議長から、報告資料２に基づき報告があった。 

 

３．令和６年度薬学研究科・薬学部アドバイザリーボード会議（R6.11. 19）について 

教育研究評議員から、令和６年度薬学研究科・薬学部アドバイザリーボード会議をR6.11. 19

に開催した旨報告があった。 

 

４．新分野の立ち上げについて 

研究科長から、R8.4.1付けで医療・生物系の新分野の立ち上げを行う予定である旨報告があ

った。 

 

５．令和６年度共同研究講座活動報告会の開催について 

研究科長から、令和６年度共同研究講座活動報告会をR7.2.20に開催し、先端化粧品科学（マ

ンダム）共同研究講座、MA-T酸化制御学（アース製薬）共同研究講座、トクヤマ触媒反応共

同研究講座の３講座から発表いただく予定である旨報告があった。 



 

 

６．兼業について 

研究科長から、報告資料３に基づき報告があった。 

 

７．月別電力使用量について 

研究科長から、報告資料４に基づき報告があった。 

 

８．その他 

（１）全国薬科大学長・薬学部長会議 令和６年度第２回総会（R6.12.6開催）について 

研究科長から、報告資料５に基づき報告があった。 

 

（２）OUマスタープラン実現加速事業（令和７年度開始分）の審査結果について 

研究科長から、OUマスタープラン実現加速事業に選定され、次年度から３年間、事業（量子

構造生命科学を基盤としたデジタル薬学教育研究拠点の形成）を実施することになった旨報

告があった。 

 

 Ⅱ．協議事項 

１．国費（外国政府派遣を含む）留学生（学部学生）の選考方法等について 

入試会議議長から、協議資料１に基づき説明があり、協議の結果、承認された。 

 

２．令和７年度非常勤講師について 

学務会議議長から、協議資料２に基づき説明があり、協議の結果、承認された。 

 

３．令和６年度ゲストスピーカーについて 

学務会議議長から、協議資料３に基づき説明があり、協議の結果、承認された。 

 

４．令和６年度薬友会賞若手奨励賞(Ｂ６)の候補者について 

学務会議議長から、協議資料４に基づき説明があり、協議の結果、上位４名に授与すること

が承認された。 

 

５．令和６年度研究生の入学について 

学務会議議長から、協議資料５に基づき説明があり、協議の結果、承認された。 

 

６．国際インターンシップ研修生の受入について 

国際交流委員会委員長から、協議資料６に基づき説明があり、協議の結果、承認された。 

 

７．本学名誉教授候補者の推薦について 

研究科長から、協議資料７に基づき説明があり、協議の結果、承認された。 

 

８．令和６年度招へい教員の受入れについて 

研究科長から、協議資料８に基づき説明があり、協議の結果、承認された。 

 



 

９．2025年度西村奨学財団国際交流助成制度による外国人研究者の受入れについて 

国際交流委員会委員長から、協議資料９に基づき説明があり、協議の結果、承認された。 

 

１０．いちょう祭の実施計画案について 

情報・広報会議議長から、協議資料１０に基づき説明があり、協議の結果、承認された。 

 

１１．令和８年度概算要求（施設整備費補助金）について 

担当教授から、協議資料１１に基づき説明があり、協議の結果、承認された。 

   

１２．耐力度調査の実施について 

水口予算・施設会議議長から、協議資料１２に基づき説明があり、協議の結果、承認された。 

 

 

＜研究科長選挙（本選挙）実施＞ 

次期薬学研究科長候補者予備選挙において選出された３名について、本選挙を実施した。 

研究科長（選挙管理者）から、選挙の結果、小比賀教授が過半数の投票を得たことの報告があり、

次期薬学研究科長の候補者に選出されたことについて承認された。 

 

 

次回 研究科・学部教授会   令和７年１月１６日（木）研究教育安全管理委員会終了後～ 


